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奄美大島と沖縄島におけるハチビキ科トゲナシチビキの確かな記録

赤池貴大 1・前川隆則 2・本村浩之 3

Two specimen (201.2–272.0 mm standard length) of Em-
melichthys karnellai Heemstra and Randall, 1977 (Perciformes: 
Emmelichthyidae) were collected from Amami-oshima and Oki-
nawa-jima islands, Ryukyu Islands, Japan. Although E. karnel-
lai has previously been recorded from Ryukyu Islands and Izu 
Islands in Japanese waters, the detail locality of former record 
was unknown. Thus, these specimens described herein in detail, 
represent reliable record of the species from the Amami-oshima 
and Okinawa-jima islands.
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 Abstract

覇市の市場に水揚げされた 18標本（詳細な産地は不明）

に基づき日本国内で初めて報告された記録と，萩原・岡部

（2012）により伊豆周辺海域から報告された記録のみが知

られている．また，本種の琉球列島における記録は上記の

通りであり，詳細な採集地点を示した事例はない．したがっ

て，本標本は奄美大島と沖縄島における本種の標本に基づ

く確かな記録となるためここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Hubbs and Lagler (1947)と He-

emstra and Randall (1977)にしたがった．体各部の計測はノ

ギスを用いて 0.1 mm 単位まで行った．標準体長（standard 

length）は体長または SLと表記した．背鰭棘の計数には

軟 X線写真を用いた．生鮮時の色彩の記載は固定前に撮

影されたカラー写真（Fig. 1）に基づき，色彩の表記は財

団法人日本色彩研究所（1984）の系統色名に準拠した．標

本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）に

準拠した．本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博

物館（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写真

は同館のデータベースに登録されている．

Emmelichthys karnellai Heemstra and Randall, 1977

トゲナシチビキ
（Fig. 1; Table 1）

標本　KAUM–I. 73257，体長 272.0 mm，沖縄島近海，

2015年 6月 1日，糸満漁業協同組合が水揚げ，鹿児島中

央卸売市場にて購入，畑　晴陵；KAUM–I. 149380，体長

201.2 mm，奄美大島近海，2020年 12月 11日，名瀬魚市場

に水揚げ，前川隆則．

記載　計数・計測は Table 1に示した．体は細長い円筒

形で，やや側扁する．体背縁は吻端から第 1背鰭第 7・8

棘起部付近にかけて緩やかに上昇し，そこから尾鰭基底上

端まで緩やかに下降する．体腹面は，KAUM–I. 149380で

は吻端から第 1背鰭第 8棘起部直下付近にかけて緩やかに

下降し（KAUM–I. 73257では第 5・6棘起部直下付近），そ

ハチビキ科ロウソクチビキ属は世界で 7有効種が知ら

れており（Fricke et al., 2014, 2021），本属は背鰭棘数が 12

もしくは 13（稀に 11）であること，第 1背鰭と第 2背鰭

が明らかに分離すること，体高が標準体長の 18–25%で

あること，および頭長が標準体長の 25–30%であること

などの特徴によって同科他属と識別される（Heemstra and 

Randall, 1977; Carpenter, 2001）．日本国内にはロウソクチビ

キ Emmelichthys struhsakeri Heemstra and Randall, 1977，ト

ゲナシチビキ Emmelichthys karnellai Heemstra and Randall, 

1977の 2種が分布する（本村，2020）．

2015年と 2020年に沖縄島と奄美大島近海からそれぞれ

1個体のトゲナシチビキが採集された．国内における本種

の標本に基づく記録としては，Yoshino and Kon (2000)に

より水深 100 m前後の琉球列島周辺海域から漁獲され，那
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こから尾鰭基底下端まで上昇する．胸鰭基底上端は鰓蓋後

端よりわずかに後方に位置し，KAUM–I. 149380では吻端

とほぼ同じ高さに位置する（KAUM–I. 73257では吻端より

もわずかに下方に位置する）．胸鰭基底下端は腹鰭起部よ

りも前方に位置し，KAUM–I. 149380では眼の下縁とほぼ

同じ高さに位置する（KAUM–I. 73257では下縁よりも下

方に位置する）．胸鰭の後端は尖り，KAUM–I. 149380では

背鰭第 5棘基部直下付近に達する（KAUM–I. 73257では

第 2棘基部直下付近）．腹鰭起部は胸鰭基底上端と第 1背

鰭起部の中間直下付近に位置し，たたんだ腹鰭の後端は

KAUM–I. 149380では第 1背鰭第 5棘基部直下付近まで達

する（KAUM–I. 73257では第 4棘基部直下付近）．背鰭は

2基で，第 1・2背鰭間に遊離棘はない．第 1背鰭起部は腹

鰭基底後端直上よりもわずかに後方に位置する．第 2背鰭

起部は臀鰭起部直上よりもわずかに前方に位置し，基底長

は第 1背鰭基底長よりも短い．臀鰭起部は第 2背鰭第 2軟

条基部直下付近に位置し，基底後端は第 2背鰭基底後端直

下付近に位置する．尾鰭は二叉し，後縁は湾入する．吻は

丸みを帯びる．眼と瞳孔はともに円形．鼻孔は 2対で，前

鼻孔と後鼻孔は隣接し，吻端と眼の上縁の中心付近に位置

する．前鼻孔は背腹方向に伸びるスリット状で，頭部背面

に向かうほど狭い．後鼻孔は背腹方向に細長い楕円形．口

は端位で，口裂は小さい．主上顎骨は涙骨に覆われず，被

鱗する．前鰓蓋後縁と鰓蓋後縁は円滑．鰓腔後縁上方に 1

つの肉質突起がある．体は両唇を除き櫛鱗に覆われる．背

鰭と臀鰭の基底部には前後方向に長い鱗鞘がある．尾柄に

隆起線はない．側線は完全で，鰓蓋上方から始まり，尾鰭

基底にかけて体背面と平行にはしる．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）―体背面から体側上方に

かけて明るいオレンジで，体側中央は KAUM–I. 149380で

はこいピンク色で体側下方に向かうほど薄くなり，体腹面

は銀白色（KAUM–I. 73257では体側中央から下方までこい

ピンク色で，体側中央のみ明るいオレンジを帯びる）．第

1・2背鰭基底部の鱗鞘は明るいオレンジ，臀鰭基底部の鱗

鞘はわずかにピンクを呈する．KAUM–I. 149380では吻端

から眼の上縁にかけての頭部背面は明るい赤色（KAUM–

I. 73257ではつよい赤みのオレンジ）．KAUM–I. 149380で

は背鰭鰭条とその縁辺はわずかに赤みのオレンジから明る

い緑みの黄を呈し（KAUM–I. 73257では赤みのオレンジか

ら明るい緑みの黄），鰭膜は白色半透明．KAUM–I. 149380

Fig. 1. Fresh specimens of Emmelichthys karnellai from the Ryukyu Islands, Japan. A: KAUM–I. 149380, 201.2 mm SL, Amami-os-
hima island; B: KAUM–I. 73257, 272.0 mm SL, Okinawa-jima island.
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では胸鰭は明るい赤みのオレンジ（KAUM–I. 73257では

さえた黄色）．KAUM–I. 149380では腹鰭は白色（KAUM–

I. 73257ではわずかにさえた黄色を呈する）．臀鰭は白色．

KAUM–I. 149380では尾鰭はわずかに赤みのオレンジを呈

する（KAUM–I. 73257ではこい赤みのオレンジ）．KAUM–I. 

149380では虹彩はつよいピンクで，内側は明るい黄色みの

オレンジを帯びる（KAUM–I. 73257では明るい黄色で，内

側は明るい赤みのオレンジを帯びる）．瞳孔は黒色．

分布　ハワイ諸島，日本，マリアナ諸島，ソサエティ
諸島，およびイースター島から記録されている（Heemstra 

and Randall, 1977; Yoshino and Kon, 2000； 萩 原・ 岡 部，

2012）．日本国内においては伊豆諸島北部（伊豆大島南方

約 20 kmの大室ダシ）と琉球列島周辺海域から記録され

ていた（Yoshino and Kon, 2000；萩原・岡部，2012）．な

お，琉球列島における記録は，那覇市内の市場に水揚げさ

れた個体（詳細な産地は不明）に基づき（Yoshino and Kon, 

2000），これまで詳細な採集地点を示したものはなかった．

したがって，本研究により記載した標本は奄美大島と沖縄

島におけるトゲナシチビキの確かな記録となる．

備考　本標本は背鰭棘数が 12であること，体高が体長

の 20.9–21.5%であること，頭長が体長の 25.0–27.7%であ

ること，および背鰭が 2基に分離することから Heemstra 

and Randall (1977)と Carpenter (2001)が示したロウソク

チビキ属 Emmelichthys Richardson, 1845の特徴と一致し

た．さらに，側線鱗数が 81–85であること，胸鰭軟条数が

20–22であること，鰓耙数が 9–10 + 28–29 = 38であること，

尾柄に隆起線がないこと，鰓腔後縁上方に 1つの肉質突起

があること，および第 1・2背鰭間の 2棘は皮下に埋没し，

間に遊離棘がないことなどの特徴が Heemstra and Randall 

(1977)，Yoshino and Kon (2000)，Carpenter (2001)，波戸岡・

萩原（2013），および Fricke et al. (2014)の示したトゲナシ

チビキ Emmelichthys karnellaiの標徴と一致したため，本種

に同定された．なお，イースター島産の個体は琉球列島・

ハワイ諸島産の個体と比較して，下枝鰓耙数が 31と多い

こと（琉球列島・ハワイ諸島産では 26–29）が報告されて

おり（Heemstra and Randall, 1977; Yoshino and Kon, 2000），

本標本においても後者と同様に 28–29であった．

奄美大島産の記載標本は Heemstra and Randall (1977)，

Yoshino and Kon (2000)，および萩原・岡部（2012）の示し

た計測値と比較して体長に対する頭長，第 1背鰭基底長，

尾鰭長，尾柄高，および背鰭最後棘長の割合がそれぞれ

+0.6，−2.5，+0.7，−0.3，および −0.2ポイント異なった．

本研究では上記で示した計測値の差異はごく僅かであるこ

とから種内変異と判断した．

日本国内におけるトゲナシチビキの記録は上記の「分

布」のとおりであり，本研究で記載した標本は奄美大島と

沖縄島からの本種の標本に基づく確かな記録となる．なお，

伊豆諸島と琉球列島海域においては底魚を対象とした沖釣

りによって漁獲された個体がWeb上で報告されており（萩

原・岡部，2012），同海域における詳細な分布域を明らか

にするためには追加標本に基づく更なる検討が必要であ

る．

謝　　辞
本研究を取りまとめるにあたり，鹿児島大学総合研究

博物館の橋本達也氏には軟 X線写真の撮影にご協力頂い

た．国立科学博物館の畑　晴陵氏と田中水産の田中　積

氏には沖縄島産標本の採集データを確認して頂いた．魚

類分類学研究室の学生やボランティアのみなさまには標

本の作製および登録作業にご協力頂いた．Ichthy編集委員

の松沼瑞樹氏には本稿に対して有益な助言を頂いた．以

上の方々に深謝する．本研究は鹿児島大学総合研究博物

館の「鹿児島・琉球列島の魚類多様性調査プロジェクト」

の一環として行われた．本研究の一部は公益財団法人日

本海事科学振興財団「海の学びミュージアムサポート」，

JSPS科研費（20H03311・21H03651），JSPS研究拠点形成

事業－ Bアジア・アフリカ学術基盤形成型（CREPSUM 

JPJSCCB20200009），および文部科学省機能強化費「世界

自然遺産候補地 ･奄美群島におけるグローカル教育研究拠

点形成」の援助を受けた．
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